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は じ め に


















東洋大学社会学部；Department of Sociology, Toyo University, 5-28-20, Hakusan, Bunkyo, Tokyo, 



















































れるリアリティをとりわけ重視しているからである［山本・加藤 2008: 16-17; 桜井 2002］。
ロンドンの中国系移民を対象とする研究［山本 2002］では，比較的若年（10代後半から20代）
の中国系第二世代の 31 人との対話・聞き取りの結果が主要なデータとして用いられている。
同研究の 12 年後に刊行された山本［2014］は，16 年間にわたってイギリス，フランス，オ















鹿児島のハンセン病療養所を対象としておこなった研究では，2002 年から 2008 年までに











































































お わ り に
山本さんは，白山人類学研究会でも数々の成果を発表されている。発表のいくつかは『白
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